
令和６年度 第２回 島田市健康づくり推進協議会 会議録 

 

日時 令和７年２月13日（木）午後７時から８時40分 

会場 島田市保健福祉センター３階研修室 

１ 開 会                                     

 

２ 会長あいさつ                                  

 

３ 報告事項                                    

資料１について説明 

歯科保健部会、こころの健康部会、健康管理部会について報告した。 

（意見） 

内容の記載が大事であると考える。口頭での説明だけでなく、報告書に意見も記載してほ

しい。 

 

４ 意見交換                                      

資料２について説明。 

 対象者がどこのステージにいるか、評価し、適切なタイミングで効果的なアプローチをし

ていかないとかえって逆効果になってしまう。アプローチが最も困難な健康無関心期の人は

全体の７割といわれている。無関心層は待っていてもこちらからは来てくれないため、スー

パーなどとコラボし出張健康相談を実施して人が集まっている場所に出向いての事業も実施

している。学生や企業へアプローチ、健幸アンバサダー、健幸マイレージ、保健委員が地域

のイベントに出向く等、様々な普及啓発を行っている。健康寿命の延伸と健康格差の縮小を

国や県、市の計画に掲げており、健康になるための環境づくりの推進が求められている。地

域や家庭における健康課題には特色があり、住んでいる環境で格差が生じているともいえ

る。健康無関心であっても、健康になれる環境づくりなどご意見をいただきたい。 

（委員代理） 

 歯周病対策、筋力低下による口腔機能低下、歯列歯並びなど市民に啓発している。糖尿病

と歯周病の関連をテーマに先日健康講演会を行い盛況であった。普段は感心ある人の参加が

多いがインフルエンサーを起用したことで関心のない方の参加もあった。保育園から歯科医

師会へ「お口ぽかん」についての講演依頼があった。無関心層へのアピールにもなると感じ

た。無関心層へのアピールとして企業が健康講座を企画することで無関心でも強制的に話を

聞かせることができる。インパクトのある動画などを作成し、見てもらうなどもよいと思

う。 

（委員） 

CKDシール事業としてCKD関連で内服している方の薬の飲み合わせを確認している。患者と



接する中でコロナをきっかけに出かける機会が減ったという人が多い。イベントも少なく

なっている印象を受ける。県内でも県西部や東部では各団体が色々な催しを実施しているよ

うだ。市内では車がないと不便という高齢者が多い。市民が少しでも体を動かす観点からい

うとバスが通っていることで外出するきっかけになると感じた。 

（委員代理） 

無関心層への働きは難しい。静岡県では働き盛りへのアプローチとして、企業の社食を健

康的な食事にしてもらう取り組みを実施している。３食のうち１食でも健康的な食事をとっ

てもらいたいと思っている。健幸総菜という名前をつけて売っているので健康に関心がある

人が手にとると思う。勤める企業が健康経営に取り組んでいる企業を応援する取り組みとし

て、知事褒章、健康経営優良企業認定する制度がある。健康経営に取り組みたい企業へはア

ドバイザーを派遣する事業も行っている。 

（委員） 

保健委員は地区ごとに活動している。六合地区では、六合文化祭で体組成と血圧を測定、

適塩DVDを流して普及啓発した。親子連れが多く、興味を示してくれた。特に食品に含まれ

る塩分を提示したところこどもから大人まで思ったより興味を示してくれた。興味がなくて

も声をかけると参加してくれたため、小さなイベントではあるが健康づくりのお役に立てた

らいいなと思った。 

(委員) 

具だくさん島田汁をメインに普及啓発している。野菜がたくさん入っていて手作りの塩分

控えめのみそで作っている。大井川マラソン、元気市場、フェスタしまだなどで普及啓発を

行う。小さいこどもから高齢者まで寄ってくれ、おいしいと言ってくれる。これからも頑

張っていきたい。 

(委員) 

ひとり１スポーツを目標に普及啓発している。今年度はスポコンふらばーる、スポーツ婚

活を実施した。当初申し込みが男性３人のみであり、企業に声掛けを行ったところ男性15人

女性８名申し込みあった。参加者の反響はよかった。ボッチャを地域で紹介、指導してい

る。親子トランポも大盛況、市内４か所で実施した。ママのための講座は託児を行い、ス

ポーツを楽しんでもらっている。ストレス解消にもなり毎回好評、大人気である。来年度も

引き続き実施していく。ポイントカードも作成し、10ポイントたまると温泉券プレゼントし

みんなのやる気を引き出している。 

（委員） 

無関心層への取り組みは課題であり、なかなか成果も出にくい。しまだ健幸マイレージは

若い世代の参加が少ない現状があり、令和６年２月にLINEでもポイントを貯められるようデ

ジタル化した。昨年度と比べて参加者が増えたが、従来の紙70代が一番多い。次いで80代、

60代となっている。電子と紙の割合が１：３くらい。電子は30代が多いため、若い世代への

アプローチとしてはデジタル化の効果が出たと思った。子育て世代の人が手軽にできるとい

うのが増加の要因と考えている。アンケートをとると、健康づくりに取り組むきっかけと

なったという人が多い。体重が減った、生活習慣は改善された、健診結果が改善されたなど

効果があった人も多い。引き続き無関心層の人が手軽に健康づくりに取り組める、環境づく

りをしていきたい。後期高齢者の医療費の削減を目標にしている。40歳くらいから早めに健



康づくりに取り組み将来の医療費を削減していきたいと思う。令和３年から高齢者の保健事

業と介護予防事業の一体的実施で島田市の地域課題を分析したところ成人期のやせが多い、

肥満ではない糖尿病予備群が多い、骨粗しょう症健診受診率が低いなど課題が見えてきた。

思っている以上にやせている人が多いことが分かった。食生活を確認すると毎朝朝ごはんを

食べていない人が多い、咀嚼力の低下、歯周疾患検診受診率も低いこともある。今後食生活

の改善、のかかりつけ歯科医を持つ、定期健診の推進などをすすめていきたい。健康無関心

層にアプローチすることは大きな課題。様々な事業の参加者に対してまずは推進するところ

から始めていく。健康講演会の動画を３月末YouTubeで配信しているため見てほしい。 

（委員） 

これまでの広報の仕方では、知っている人、興味のある人しか情報を知らないのが現状。

健康づくりだけでなく様々な分野で広報の仕方については課題である。なぜ無関心なのか分

析がされていない。その理由が分からないと進まない。都市部と地方では住環境や生活スタ

イルなど様々違う。島田市の人がなぜ無関心なのか調べ、どうアプローチしていくか島田市

民の分析が必要。企業の人は年１回健診を受けているが、要受診であっても受診しない人が

多い。その人たちになぜ受けないか理由を分析した中でアプローチしていかないと情報は届

かないと思われる。病気になる前のいつアプローチするかも重要である。 

（委員） 

教育部も無関心へのアプローチは課題である。図書館からの情報も発信しているが、図書

館に来てもらえば素敵な本があるが、発信する側は本が好きな人が多い、興味のない人が興

味をもってもらえるような働きかけができているのかとどうかと感じている。スポコンふら

ばーるは、担当課も効果を感じていた。スポーツをするためではなく婚活の目的で参加した

が、そこでふらばーるに出会い、スポーツをやるきっかけになった。若い人に普及できると

広がる可能性がある。例えば、職員採用の説明会の際、市役所の仕事を紹介するときに会議

室ではなくローズアリーナでニュースポーツに触れる機会を作るのもいいのではないかと思

う。それをSNSでシェアしてもらえれば他の人への波及にもつながる。また知った人が興味

を持ち、調べて、体験してシェアするマーケティングの手法を活用していくのも一つ。住民

に情報を届けるための仕掛けを他分野でも検討している。 

（委員） 

協議会や部会に参加しているが、なじみのない言葉が多く、スマホで検索しながら出席し

ている。商工会議所としては、健康経営優良法人の認定申請の支援をしている。昨年10月が

申請期限で10企業ほど支援した。企業では、人材不足、人材確保・定着が課題。企業側に

とっても健康経営の認定は企業イメージとして重要な位置づけであり、若い世代にとっても

企業を選ぶ際の重要な要素である。経営者もそこに気づき、選ばれる会社になるための手法

として活用している。企業のため、従業員のために今後も認定申請の支援をしていきたい。 

（委員） 

パワーリハビリ教室を実施している。シニアサポーター養成講座を年２回やっているが、

サポーターになるのは参加者の半分程度。現在91人のサポーターで実施している。島田市で

広報やラインで募集しているが、行政に頼ってばかりでは人は集まらない。関心があっても

情報を知らない人も多い。各地域のイベントなどでアピールをしていこうかと検討してい

る。興味があっても仕事をしている人も多く、サポーターとして参加してもらえない。本来



は週１のサポーターでいいのだが、実際は週２～３回来てもらっている。来年度はさらに１

教室増やす予定。参加者も毎週楽しみに参加してくれているため、なんとか組織を継続した

い。 

（委員） 

教員の立場で話をすると、将来自分の健康に関心の高い子どもに育ってほしいと思う。市

の施策にも「健やかな身体」というテーマが上がっているため、各校意識して取り組んでい

る。子どもたちの生活習慣を大事にしたい。食事、睡眠、運動のバランスが大切であり、食

事は家庭科、栄養教諭の出前授業はどの学校でも実施している。睡眠は中学校の保健の授業

で生活習慣について学習する。小学校では学校保健委員会などで保護者にも睡眠の大切さを

伝えている。今年度の体力テストでは小学校男女、中学校女は過去最低の結果だった。一方

運動が好きというこどもの割合はコロナ前より増えているの。体を動かす機会が減ってい

る、休み時間の過ごし方に指導が必要であると思う。期待と願いをこめてこれからも進めて

いきたい。 

（委員） 

保育園では、お口ぽかんをテーマに各園の代表と調理員と協力し、かみかみメニューを考

えたり、保護者、保育者を対象に講演会を開催した。フッ素洗口も実施しているが希望しな

い保護者もいるため、どうアプローチするか課題である。虫歯の子どもは減っているが、噛

む力が弱くなっているという印象がある。保護者が忙しく、簡単にできて簡単に食べられる

メニューになってしまっているのが現状だと思う。朝食を食べてこない子もいる。噛む力を

考えたときに保護者が、余裕がないことも原因の一つと感じた。 

（委員） 

自治会としても、無関心層へのアプローチは課題である。地方行政の予算は医療福祉関係

の予算が増えているが、医療や介護の予算は自分の努力で何とかなると思っている。市の事

業より参加しやすい地元のイベントに参加してもらうよう声をかけている。自治会では、運

動教室、居場所、ウォーキング講座など実施している。節分の豆まきは子供会にも参加して

もらっているが、参加者が少ない。参加していた人が亡くなった、膝をいためて参加できな

い、新しい参加者が入りにくいなど参加しない理由は様々である。敬老会も対象者に対し、

参加者が極端に少ないため、今年度は中止した。回覧で周知しているが、参加者は増えな

い。参加しない理由は、まだ若いからという人、参加したいと思った時には行く元気がな

い、の２つだと思う。フレイルになりかけた時に家族が気付けるようにずっと危機感を持っ

てもらいたい。子どもたちの世代に訴えて家庭の中で問題になる前に、気づけるように訴え

るしかない。講演会をやっても来ない。回覧を回しても素通りしてしまう。高齢者に何か

あったときに困るのは家族であるため、そこに訴えていくしか方法はないと思う。 

（委員） 

無関心層が行動を起こそうとした時、受け皿があることが重要である。また、その活動が

継続されていて浸透していくとそれが無関心層への啓発になると感じた。無関心層へのアプ

ローチは難しいが、心が動かないと活動が始まらない行動しない。知識はありあふれてい

る、表面上は知っているが関心のある情報・知識は持っていないのではないか。新しい知

識、様々な情報を発信し、興味を持ってもらうことが大切。無関心層が心を動かすきっかけ

は、「このままではまずいな」という思い。そういう思いを感じるようなコンテンツを提供



していくことが大切と感じた。例えば、体力測定して年齢より低い結果だと積極的に取り組

むようになる。まずいな、と思うようなきっかけ作りが大切である。今の生活で困ることが

ないので無関心のままだと思う。このままではまずいなと思えることをいかにして見つけ出

していくのかが大切。健康経営認定をサポートしないと認定が取れない。多くの中小企業は

認定取るのが厳しい。知事褒章のように、ハードルを下げた基準を市が設けて認定していく

と取り組みやすく、きっかけになるのではないかと感じた。健康という言葉を使うと健康に

関心がある人しか手にとらない。健康に関心がなくても手に取りやすい工夫が必要であると

思う。行動を起こし始めるときは、行動を起こす面倒くささと自分への利益を天秤にかけ

て、いかに利益を感じられるか、もしくは行動を起こすハードルを下げることが必要であ

る。動きやすい環境づくりができるとよいと思う。 

（会長） 

たくさんの貴重な意見ありがとうございました。医師会としては健診に力を入れていきた

い。健診結果から疾病等の要因を明らかにし、地域の健康課題の解決につながるような試み

を静岡県と静岡県社会医学大学院大学と共同して実施していく計画がある。 

所属にもどられた際には内容を共有し、今後も健康に関心ある人だけでなく、健康無関心

層の方へも、健康づくりのはたらきかけをお願いしたい。 

 

５  閉会                                      


